
。

。

。

。

平成 31年 3月 26日(火曜日) 石川 県公 報 第 13 1 92号

必"
企ヒ ー
ロ刀Z

目

O随意契約の相手方等 (医療対策課)

O保安林の指定の解除 (森林管理課)

0県道の区域の変更 (道路整備課) 2 

0県道の供用の開始 ( 同 ) 2 

0車両制限令第3条第 1項第3号に定める道路の指定及
び同令第10条第 1項に定める通行方法 ( 同 ) 2 

石川県告示第111号

& 
Eコ

次

公

平成 31年 3 月 26 日

第 13 1 9 2 号(火曜日)

毎週 2 回 火 曜 金曜発行

企t
Eヨ

0市町が行う土地改良事業に係る換地処分公告

(農業基盤謀)

公安委員会
0石川県道路交通法施行細則の一部を改ifする規則
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WTO  (世界貿易機関)に基づく政府調達に関する協定(平成 7年条約第23号)の適用を受ける特定調達契約につ

き、随意契約の相手方を決定したので、次のとおり随意契約の相手方等について告示する。

平成31年 3月26日

1 随意契約に係る物品等の名称、予定数量及び調達方法

石川県立高松病院医療情報総合システム 一式購入

2 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地

石川県立高松病院事務局総務課

かほく市内高松ヤ36

3 随意契約の相手方を決定した日

平成30年 9月28日

4 随意契約の相手方の名称及び所在地

北陸コンビュータ・サービス株式会社

金沢市駅西本町2丁目 7番21号

5 随意契約に係る契約金額

150，822，000円

6 契約の相手方を決定した手続

随意契約

7 随意契約の理由

石川県知事 谷 本 正 憲

地方公共団体の物品等又は特例役務の調達手続の特例を定める政令(平成 7年政令第372号)第10条第 1項第 1

号の規定に該当するため

石川県告示第112号

森林法(昭和26年法律第249号)第26条の 2第 1項の規定により、次のとおり保安林の指定を解除する。

平成31年3月26日

1 解除に係る保安林の所在場所

かほく市白尾ム 1の16、1の17

石川県知事 谷 本 正 憲
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2 保安林として指定された目的

飛砂の防備

3 解除の理由

指定理由の消滅

石川県告示第113号

道路法(昭和27年法律第180号)第18条第 1項の規定により、次のとおり県道の区域を変更した。

なお、その関係図面は、平成31年 3月26日から同年4月9日まで縦覧に供する。

平成31年 3月26日

石川県知事 谷 本 正 憲

道 路 の 区 域 関係図面の
路 線名

油"'"ミ- 更 の 区 問 旧新別 敷地の幅員 (m) 延長(m) 縦覧場所

|日 6. 42~14. 23 52. 0 石 川 土木
手取 川 白山市白山町レ58番 1甲地先から

総合事務所
自転車道線 白山市白山町レ52番 1地先まで 新 6. 42~1 1. 35 52. 0 維持管理課

石川県告示第114号

次のとおり県道の供用を開始するので、道路法(昭和27年法律第180号)第四条第 2項の規定により、告示する。

なお、その関係凶面は、平成31年 3月26日から同年4月 9日まで縦覧に供する。

平成31年 3月26日

石川県知事 谷 本 正 憲

路線 名 供用 開始の区間 供用 開 始の期 日
関係図面の
縦覧場所

手取 川 白山市白山町レ81番 2地先から
石 川 土木

自転車道線 白山市白山町タ 189番 1地先まで
平成 31年 3 月 29 日 総合事務所

維持管理課

石川県告示第115号

車両制限令(昭和36年政令第265号)第 3条第 1項第 3号の規定により、通行する車両の高さの最高限度が4.1メー

トルで、ある道路を次のとおり指定し、併せて、同令第10条第 1項の規定により、当該道路を通行する高さが3.8メー

トルを超え4.1メー トル以下の車両の通行方法を次のとおり定める。

平成31年 3月26日

石川県知事 谷 本 正 憲
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鶴来美川インタ一線 |白山市安吉町1386番地先から白山市四ッ屋町3番 2地先まで

安吉松任線 |白山市安吉町1386番地先から白山市村井町l似番3地先まで

蚊爪森本停車場線 |金沢市木越町ト98番 1地先から金沢市福久町ホ15番 1地先まで

2 指定する期日

平成31年4月 1日

3 通行方法

1の道路を通行する高さが3.8メートルを超え4.1メートル以下の車両は、次の通行方法によらなければならない。

(1) 走行位置の指定

トンネル等の上空障害箇所では、車両又は車両に積載する貨物が建築限界を犯すおそれがあるので、車線から

はみ出さないよう走行するとともに、道路に隣接する施設等に出入りするためやむを得ず車線からはみ出す場合
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石 川県道路交通法施行細則の一 部 を改正する規則をここに公布する。

平 成三 十 一 年 三 月 二 十 六日
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石 川県公安委員会規則第二号

石 川 県 道路交通法施行細則の一 部 を改正する規則

石 川県道路交通法施行細則(昭和三 十 五年石川県公安委員 会規則 第 十二 号 )の一 部 を次のように改正する。

第 十条の表一 般 国道四百十五日すの項を削り、同表県道鶴来美 川 インター線の項中「白山市四ツ屋町三 番 二」 を 「白

山 市 安吉町千三 百 八 十 六 番地」に改め、同表県道向粟崎安江町線の項の次に次のように加える。

県 道蚊爪森本停車場線

県 道安吉松任線

県 道若部千里浜インター線

金 沢市木越町卜九十八番一 か ら金沢市福久町ホ十五番一 ま で

白 山市安吉町千三 百 八十六番地 から 白山市村井町千六百二十四番三 ま で

羽 咋市川原町テ九十番一 か ら羽咋市中央町ア百八十五番十まで

第 十条の表金沢市道潟津六号湊一 丁 目線七号の項の次に次のように加える。

金 沢市道潟津七号湊二丁目線二号金 沢市湊二 丁 目 四十二番二から金沢市 湊 二 丁 目 四十番地 ま で

第 十条の表野々市 市道一 級幹線堀内上 林線の 項の次に次のように加える。

野 々市市道二 級 幹線稲荷線

野 々市市稲荷二 丁 目 二 百六十 七番地から野々市市堀内五丁 目 二 百九 十三 番

地 ま で

第 十条の表に次のように加える。

市 道羽咋二百八十六号線羽 咋市川原町テ九十番一 か ら羽咋市宇土野町ハ四十一 番 二 まで

附 則

こ の規則は 、平成三 十 一年四月一 日 から施行する。
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